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火災の原因としてタバコ火がもっとも注目されており、老齢化社会においては老人の寝タバコの危険性が特に

大きいことから防炎加工に関する一連の研究の一環としてタバコ火の熱がわたの中を伝播する挙動を詳細に検

討した。同時に模擬タバコを作製して加熱時間、負荷電圧を変えて発熱量を自由に変化させ、熱の伝播挙動を

検討した結果、本タバコでは観察できなかった種々の挙動の変化が把握できた。一例を要約すると、タバコの

前端部、中央部、後端部から上、下、横方向への伝播挙動をみると、最高温度に達する順序は前端部の横方向

が最初で、上方向がそれにつぎ、後端部の下方向が最後であるが、３つの部位から上、下、横３方向への順位

には明確な規則性が認められ、熱源や加熱条件には影響されないことが示された。又たとえタバコ自身は早期

に消火しても、一端わたに着火するとくすぶり現象により温度が上昇するが、発熱と共に放熱が伴うため最高

温度は600℃が上限となる。しかし4 0 0 "C以上になると発火の危険性がある。加工わたおよびポリエステ

ル混用わたでは熱の伝播が大きく抑制されたが、最高温度では上方向、蓄熱量では下方向に特に抑制効果がみ

られた。ふとんではわたと側布の両方が加工されていなければ効果は十分得られない。一方、燃焼熱は衣服に

着火した場合、火傷に関係するが、防炎効果をもつ試料ほど燃焼熱は低下して安全性が高まる。さらに耐洗濯

性防炎加工においては、装置と共に世界的に特許をとっているProban加工に対して、研究室のレベルで小規模

の方法を考案し優れた性能をもつ加工布を作製することに成功した。

受賞対象論文; 4 1巻、1 2号　わたの燃焼挙動に関する研究（第一報）中西、大河内、　4 2巻、５号　同

　　（第2報）、4 3巻、４号　同　（第3報）、4 3巻、６号　繊維製品の燃焼熱からみた安全性評価と防炎

加工の効果　大河内、中西、　4 3巻、２号　THPCを用いた耐洗濯性防炎加工に対する加工条件の設定（第一

報、第二報）　中西、大河内、　以上　６報

2Rp－2 ポリエステルおよびブローミックス和服地の帯電性に及ぼす

洗濯における柔軟剤の効果

東京家政大家政　　○知野　恵子　　高月　智志子

目･的：和服地は従来絹をもって最上とされているが、その難点は手入れがしにくく、特に

家庭での洗濯は出来ないものとされているが、合繊和服地の開発により洗える着物として

注目されている。さらに帯電防止加工技術の向上にも相まって歩行時の帯電状態について

は、絹より帯電しにくいという報告もあるが、洗濯を行った場合はどのような変化がある

のかを家庭用洗濯機を用いて、柔軟剤を使用した場合とそうでない場合との比較を歩行モ

デル装置により、帯電状態の制電効果について検討した。

方法：ポリエステルとプＪミックスの合繊和服地をそれぞれ組織の違う縮緬・紋綸子・紹

の白生地３種の計６種類を用いて、和服の下半身部｡分の実物大を製作した。これを歩行モ

デル装置により洗濯前の帯電状態を集電式電位測定器（春日電器製）で測定した。環境条

件は温度20℃,湿度30% R Hである。その後家庭用洗濯機にて柔軟剤を投入したものと、

そうでない･ものとに分けて同一の試料を洗濯し、脱水後室内にて自然乾燥した。洗濯条件

は水温so℃.浴比１：30で‘ある。さらに洗濯前に行った歩行モデル装置にて洗濯後の帯電状

態を計測しこれを５回繰り返した。

結果：1 .一柔軟剤を投入した方が明ら’かに制電効果がみられた。洗濯前に比べて1／2から

1／4に減少している。2 . 柔軟剤を投入していないものは、１回から５回へと洗濯回数を

重ねても大き･な差はみられないが、柔軟剤を投入したほうは１～２回より４～５回目方が

電位は高･くなる傾向がみられた。
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